
動機付け ⇒ 方向付け ⇒ 内化 ⇒ 外化 ⇒ 批評 ⇒ 統制

問題の解決を目指して学習活動を始めること。
問題の解決に必要な知識の原理と構造を説明する予備
的な仮説（モデル）を形成すること。

主題に対する意識的･実質的な興味を喚起すること。
学習者が、これまでの知識や経験では目の前の問題に
対処できないという事態に直面すること。

問題の解決に必要な知識を習得すること。
新しい知識の助けを借りて、予備的なモデルを豊かに
していくこと。

習得した知識を実際に適用して問題の解決を試みること。
問題を解決し、現実の変化に影響を及ぼし革新を生じさせ
る際に、モデルをツールとして応用すること。

問題の解決に知識を適用する中で、知識の限界を見つ
け再構築すること。自分の獲得した説明モデルの妥当
性と有効性を批判的に評価すること。

一連のプロセスを振り返り、必要に応じて修正を行い
ながら、次の学習プロセスへと向かうこと。
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エンゲストローム（ヘルシンキ大学教授）著『変革を生む研修のデザイン』（松下佳代・三輪建二 監訳）を元に作成 0

学習プロセスのイメージ（例）（論点整理補足資料より抜粋）平 成 ２ ８ 年 １ 月 １ ４ 日
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エンゲージメント：意欲的な姿 非エンゲージメント：意欲的でない姿

行動的側面 行為を始める
努力する、尽力する
一生懸命に取り組む
試行する
持続的に取り組む
熱心に取り組む
専念する
熱中する
没頭する

受動的で先延ばしにしようとする
あきらめる、身を引く
落ち着きがない
気乗りがしない
課題に焦点が向いておらず不注意
注意散漫
燃え尽き状態
準備不足
不参加

感情的側面 情熱的である
興味を示している
楽しんでいる
満ち足りている
誇りを感じている
活き活きしている
興奮している

退屈している
興味がない
不満げである／怒っている
悲しんでいる
気にしている／不安を感じている
恥じている
自己非難している

認知的側面 目的を自覚している
アプローチする
目標実現のために努力する
方略を吟味する
積極的に参加する
集中する、注意を向ける
チャレンジを求める
熟達を目指す
注意を払って最後までやり抜く
細部にまで丁寧で几帳面である

無目的である
無力な状態である
あきらめている
気の進まない様子である
反抗的である
頭が働いていない
回避的である
無関心である
絶望している
精神的圧迫を感じている

エンゲージメントと非エンゲージメント
（Skinner, Kindermann, Connel, & Wellborn,2009を一部改変）

鹿毛 雅治 （慶應義塾大学教職課程センター教授） 著 『学習意欲の理論－動機づけの教育心理学－』（金子書房 、2013年）第１章（p.9）より引用

学習意欲と学習プロセスとの関係
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主要な
動機づけ

意図

プロセス

成果

外発的動機づけ
●課題の完了に関心
●失敗に対する不安

丸暗記
（rote learning）

●課題とバラバラな情報に注目する

●決まった手順、事実とアイデアについ
て反復的記憶を用いる

消極的
●少ない努力
●興味の欠如

積極的
●大規模な努力の
「支出」

●理解の欠如

●無関心の事実や
重要でない細部に関
する言及しかできな
い

●表面的理解

●事実に関する実質
的な知識を持つ可能
性あり

●必要最低限の説
明ができる

内発的動機づけ
●課題内容への興味
●キャリアとの関連

個人的に理解が深まること

操作
(operation learning)

●証拠・根拠、ステップ等の詳
細に注意する

●客観的なスタンスを維持しな
がら結論づける
●丸暗記を含む場合もある

理解
(comprehension learning)

●学習内容領域の全体的な概要を
つかむ

●新しい情報を既有知識や自分の
経験と関連づけて知識を再構成し、
個人的に意味づける

●深い理解

●原理と事実が統
合されている

●議論を発展させ
るために証拠・根拠
を活用できる

達成動機づけ
●よい成績の達成
●他者との競争

あらゆる手段を用いて
成功すること

操作／理解／丸暗記
●以上のうち、よい成績に結
びつくと考えるすべてのやり
方を用いる

●理解のレベルは課題
や評価方法の要求に
依存する

表面的アプローチ 洞察的アプローチ 方略的アプローチ

学習したことを再生・再現することに
よって評価基準を満たすこと

「無思慮」の病理

●原理とあまり統
合されていない事
実に関する細かな
知識に基づいた不
完全な理解

動機づけ、学習のプロセスと成果の関係
（Entwistle, 1988を中心としてBiggs,1978, Entwistle, 1981より作成）

多面的学習（versatile learning)
●証拠・根拠をアイデアと関連づける

●証拠・根拠に裏
付けられていない
複数の考えに基
づいた不完全な理
解

「散漫」の病理

2鹿毛 雅治 （慶應義塾大学教職課程センター教授） 著 『学習意欲の理論－動機づけの教育心理学－』（金子書房 、2013年）第４章（p.209）より引用



学習への深いアプローチと浅いアプローチ
の特徴

●これまで持っていた知識や経験に考えを関連づけること

●パターンや重要な原理を探すこと

●根拠を持ち、それを結論に関連づけること

●論理や議論を注意深く、批判的に検討すること

●学びながら成長していることを自覚的に理解すること

●コース内容に積極的に関心を持つこと

●コースを知識と関連づけないこと

●事実を棒暗記し、手続きをただ実行すること

●新しい考えが示されるときに意味を理解するのに困難を

覚えること

●コースか課題のいずれにも価値や意味をほとんど求め

ないこと

●目的や戦略を反映させずに勉強すること

●過度のプレッシャーを感じ、学習について心配すること

活動の「動詞」から見る学習への深いアプローチ
と浅いアプローチの特徴

学習活動
深い

アプローチ
浅い

アプローチ

●振り返る

●離れた問題に適用する

●仮説を立てる

●原理と関連づける

●身近な問題に適用する

●説明する

●論じる

●関連づける

●中心となる考えを理解する

●記述する

●言い換える

●文章を理解する

●認める・名前をあげる

●記憶する

Entwistle,McCune,&Walker(2010),table5.2(p.109)の一部を翻訳 Biggs&Tang(2011),Figure2.1(p.29)の一部を翻訳・作成

『ディープ･アクティブラーニング 大学授業を深化させるために』第１章（溝上慎一（京都大学高等教育研究開発推進センター教授）執筆）より 3


